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かろうじてつないだ次期目標交渉、動かぬ主要途上国   
 １１月６日より１７日迄ケニヤ・ナイロビで国連気候

変動枠組条約第１２回会合（COP12）と京都議定書第２
回会合（COPMOP2）が開かれました。英国財務省が１
０月下旬に発表したスターンレポートでは今後の対策の

遅れによる温暖化の被害の経済的規模が注目され、米議

会選挙の民主党大勝による追い風もあったこの国連会議

でもあります。会合会議開催中はケニア国内で洪水によ

り数万人が被害を受ける報道があり、アフリカでの初め

ての国連気候変動条約会合ということで退任間近のアナ

ン国連事務総長も訪れ途上国支援の「ナイロビフレーム

ワーク」を訴えましたが、アフリカ他脆弱な途上国支援

の本格的な確立は出来ず、課題は来年に持ち越されまし

た。また京都議定書の現在の目標が終わる２０１３年以

降の目標と体制についての議論は硬直した途上国政府代

表団といらだちを隠せない先進国との間でやり取りが続

き、本格的な将来目標の交渉枠組み合意は次回、アジア・

インドネシアでの COPMOP3に持ち越されました。 
 
■依然不透明なポスト 2012交渉の今後の枠組み 
 
昨年１２月のモントリオール国連会議では各国が新た

な３つの政府交渉プロセスを開始する事におおむね合意

しました。１）２０１３年以降の先進国の排出削減義務

の交渉開始を定める議定書３条４項の暫定作業部会

（AWG）、２）１１月ナイロビで開かれる第２回議定書
会合で始まる議定書９条の現在迄の取り組みの妥当性レ

ビュー、３）条約の下で義務を伴わない長期的な温暖化

対策の意見交換を図る四回の「対話」の３つのプロセス

です。今回は地球的な排出量抑制に道を開く様な２）の

レビューを設けられるか、そしてそれをどう先進国の削

減目標交渉に限られている１）の暫定作業部会の交渉に

反映させるかが関係者の焦点でした。 
 いずれも議定書下での交渉ですので米豪は参加しま

せん。しかしながら現地でも水曜朝には明らかになった

米上下院の民主党勝利と来るべき国内規制の見通しは、

2008年米大統領選迄交渉を待ちたいとする国々にかなり
心理的な影響があったようです。ＮＧＯは米国の議会動

向に精通した専門家とともに西村全権大使他政府代表団

へ働きかけを行い、米が京都議定書第二期に戻ってくる

事はきわめて難しいが、今後国内政策で世界と歩調を合

わせた施策が導入される機運が生まれた事を伝えました。 
先進国の次期目標にかかる作業部会では第一週目取り

分け日本が次期枠組みでは条約の究極の目標に基づいて

地球的見地かつ科学的知見を踏まえた次期目標を考える

べきと強い調子で発言を行い、これを途上国への将来義

務導入とみる大口排出国の中印ブラジルは態度を硬化さ

せたと言われます。やはり第一週目に作業部会のワーク

ショップも持たれ日欧が如何に議定書目標達成に努めて

いるか示す一方、欧州は今後５０年の排出見通しを示し

既存の議定書批准先進国のみでは解決にならない事をは

っきりと示しました。これに対し途上国を代表する南ア

フリカは産業革命以降の累積排出量での責任分担で反論

しますが、それでは主要途上国の排出量抑制開始は半世

紀後となってしまいます。それに伴う脆弱な国々への被

害をどう考えるのかとの問いに途上国側から答えはあり

ませんでした。 
この後作業部会で先進国の削減目標交渉を進める為必

要なデータや分析の項目を削減ポテンシャル、削減手法、

先進国目標の形式と期間の三つの分野に合意し、１）を

来年最初に取り上げる事が第二週の前半にはほぼ決まり

ました。来年７年ぶりに発表される IPCC 第四次評価報
告書の内容を検討することや、条約の究極の目標への言

及がされており、上記項目１と２に於いても先進国外の

削減ポテンシャルや制度の検討に道を残しています。ま

た次期約束期間との間にギャップを設けないという間接

的ながら交渉期限を示す表現も残りました。 
 
■困難を極めた９条レビュー合意 

 
９月の国別意見提出では、簡単なレビューをナイロ

ビで行っておしまいとするブラジルから、包括的な条

約、議定書の見直しをするべきとする日本まで、その

意見の相違は大きなものがありました。また作業部会

での交渉では日欧がかなり緊密に連携していることが

見れましたが、第二週に入り取り分け日本との窓口に

なっていた英蘭を通じた欧州との意思疎通に NGO が
裏で協力する面が出てきました。その一方で NGO は
アフリカ諸国や後発途上国グループに適応関係での交

渉で協力する中で、次期枠組みでの適応対策強化の必

要性とその為の９条レビューの重要性を説得し、当初

中印サウジアラビア等が主導していた途上国グループ

全体の統一見解は無くなります。 
週明けには南アフリカが簡単なレビューはナイロビ

で行ったとし、２、３年後に次のレビューを考えても

良いとするアフリカ諸国名義の提案が、欧州、アンブ

レラグループ（非欧州の主要先進国）と並びだされま

した。先進国側は９条の包括的なレビューを新規作業

部会を設ける事も含め検討し結果は先進国目標の作業

部会に反映されるべきとし、この二つのプロセスをリ

ンクさせることと、期限を切ってレビューを行うかが

交渉の中心となります。ナイロビ会議の終わりが近づ

き政府代表団のみならず NGO も徹夜で見守る中、

2007年か 2008年にレビューを終えその結果を先進国
目標の作業部会に生かし、2009年か 2010年に次期目
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